The Aesthetics of the Short Story by 三輪 誠一
短編小説の美学
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批評家M.D.ZabelはH.Jamesの小説,評論,
書簡等を集めた ThePorhZbleHen7yJamesの序
文の中で諸家のJames論からの抜粋を引用して
Jamesの作家像の簡単な紹介を行っている｡批評
家たちがJamesを長編作家とみるのは,文学史的
な常識であるが,Zabelが引用する批評家たちの
うちの一人は,Jamesの短編作家としての半面を
高く評価している｡その言葉を次に示したい｡こ
の批評家はJamesを評して, tamanwho,ifhe
neverhadwrittenanovel,wouldbeconsidered
thefirstofshort-storywriters"と言う｡James
は約10編の代表的な長編小説を書いているが,そ
の外に100編を越える短編小説を残している｡これ
まで私の読んだものは,これら短編作品の中の三
分の一を少し越える数にすぎないが,今後なお残
余の未読の作品を読みたいと考えている｡私のこ
の予定の成否はさておき,この際すでに読んだ
彼の短編作品を再読しながら,短編小説という文学
ジャンルを考察するのが,この試論の主旨である.
Jamesの短編作品について具体的に論述する前
に,このジャンルに関して作家および批評家の見
解の若干を聞いてみよう｡
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近代の短編小説の形式に相当する物語は古くか
ら存在する｡古くはBibleの中にも短い物語があ
り,近世においては,BoccaccioのThe Deca-
meronという短編小説集のあることは周知の通
りである｡しかし短編小説が長編小説とは別の文
学ジャンルに属する小説の一分野と考えられ,節
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しく小説美学の研究対象となったのは近代のこと
である｡この新しい小説分野の精密な分析と吟味
で最も有名なものはE_A.Poeの短編小説,すなわ
ちN.Hawthorneの短編集,TuJl.Ce-ToldTalesを
論じた彼のessayである｡散文作家であり,同時
に叙情詩人であったPoeは,まず詩が読者に与え
る感動を分析し,次いで散文物語が与える文学的
効果を論ずる｡もっともすぐれた詩は,それが一
時間以内に読了できる長さである場合にのみ存在
する,と彼は言う｡｢長い詩 (alongpoem)とい
う言葉は矛盾である｡詩は人間の感情を烈しく動
かさなければならない｡感動こそ詩の持つべき特質
であり,独自の役割である｡しかし強い感動は心理
的必然として短時間のうちに消失する (transi-
ent)ものである｣と言い,長い叙事詩,たとえは
Pa712diseLostに否定的評価を下す｡また一方で余
りに短い詩については,それが強烈な印象を与え
るかもしれないが,その印象が永続性を欠く故に
これをepigrammatismと呼んで排除する｡以上
のような詩の長短を考察しながら,長編小説の文
学的効果を否定する｡一気に読了することのでき
ない長編小説は,作者の意図に反して読者の受け
るべき効果的,統一的印象を妨げるものであると
いうのがPoeの見解である｡Poeは長編小説が達
成できない作品の統一性,単一的効果の実現を,
短編小説という文学形式の中にだけ認めたのであ
る｡
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次に前述のPoeの理論とは別の立場から,長編
小説 (novel)と短編小説 (Shortstory)とを論じ,
両者のジャンルの相異を考察 したNancyHale
のessayを紹介したい｡Haleは長編小説と短編
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小説とを比境によって説明する｡両者の関係はdread-
naught(戦艦)とpatroltopedo･boat(高速水雷
艇)の関係であると言う｡Haleは作家FrankO'-
Connorのessayを引用して論評を進めているの
で,私は0'Connorをrequote(再引用)する｡
"TheshortstoryconsitsofitsattitudetoTime.
Inanynovel,theprincipalcharacterisTime.
Evenininferiornovels,thechronologicalorder-
ingofeventsestablishesarhythm,whichisthe
rhythmoflifeitself.'長い時の流れの中の人生の
ある特定の時点において人間が示す一定の心的態
度を描くのが短編小説の分野であり,これに対し
て長い人生のいくつかの時点において起る諸事
件,人生行路の起伏のリズムを表現するのが長編
小説であるというのが上記の引用文の大意であ
る｡0'Connorはさらに長編作家と短編作家の創
作方法の相異を次のように述べる. tTheshort
storywriterisalthewhiletrylngtOgetround
thenecessityfordescribingeventsinsequence･
-- Everyshortstoryrepresentsastruggle
withTime- thenovelist'sTime- arefusal
toalowittoestablishitsmajesticrhythms.
--ltattemptstoreachsomepojntofvantage,
someglowingcenter,from whichpastand
futurewilbeequalyvisible,･-･Theshort
storysprlngSfrom theheartofasituation
ratherthanmountsuptoandexplainsit."
0'Connorによれは,短編作家は長編作家の時
間的順序に従う事件の叙述,長編小説 (novel)に
特有な壮大なrhythmの表現を意識的に避ける｡
そのかありに彼は過去と未来を同時に見わたすこ
とのできる有利な中心点をさがして選ぶ｡長編小
説は物語の筋の重要場面に向って登行してゆく
が,短編小説はある一個の状況の中心点から突如
としておどりでる｡0'Connorは短編小説の特色
を約言Lでtalyriccryinthefaceofhuman
destiny"(人間の運命に向って発する叙情詩的の
叫び)と呼ぶ｡
Haleは先に述べたように小説作品を船にたとえ,
長編小説と短編小説の相異は形式の大小,長短で
はなく,その任務の相異であると言う｡船も小説
作品もそれぞれの任務にしたがって特別に設計さ
れなければならぬと説明する｡さらに説明を続け
て,小説の場合には,長遍と短編はそれぞれにそ
の魅力を異にしていると言い,次のように補説す
る｡
tTheattractionoftheshortstoryformisthe
attractionofthepersonalcrisis;butthelureof
thenovelisthelureofgreat,big,disorderly,
irritating,maⅣelouslifeitself." (短編小説の
魅力は個人の危機の魅力であるが,長編小説の魅
力は巨大な,無秩序な,人をいらだたせる,奇怪
な人生そのものの魅力である｡)
以上の引用によってPoe,Hale,0'Connorの三
者の小説に対する見解を紹介したが,それらに共
通するものは,小説の形式上の長短を超えた,そ
れぞれの素材の特質,創作の際の作者の小説美学
的意図の相異が,ジャンルの異る作品を生むとい
うことの確認である｡
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長編小説がひとつの文学形式として次第に成長
して,ある程度の発達的段階に達したのほ,18世
紀の後半であり,それは更に成長を続け,19世紀
の前半の終りには成熟開花の時期に到達する｡長
編小説のこのような発達史にくらべ,短編小説の
発達は少しおくれている｡明確な文学的形式とし
ての短編小説が,欧米各国の多くの作家たちの注
目を引き始めたのは,19世紀の初期のことである｡
まず アメ .)カにおいて,W.Irvingの著,The
SketchBookの中の一編,tRipVanWinkle"が
短編小説の先駆的作品とみなされる｡(1819-20)｡
アメリカにおいてほ,ⅠⅣingに次いで,Poe,N.
Hawthorneが短編作家としてあらわれる｡フラン
スにおいては,Merimee,Balzacが,ロシャにおい
ては,Gogol,Turgenevが短編小説作品を発表し
はじめる｡そして19世紀の後半の終に近く,フラ
ンスにおけるMaupassant, ロシャにおける
Chekhovの出現によって,短編小説は,近代文学
の決定的なジャソルとして成熟の段階に達する｡
以上の作家たちの特質にしたがって短編小説は二
つの系列に分れて,各相異る伝統を形成する｡W.
L Philipsはこの二つの伝統をそれぞれPoe-
Maupassanttradition,Tnrgenev-Chekhovtradi-
tionと名づける｡両者はきわめて対照的な伝統で
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あり,短編小説という形式についての理念も,創
作方法論も明らかに異る｡前者に属する作家は,
創作にあたってまず読者の好奇心をすばやく捕え
る異常なplotを考案する｡物語はサスペソスに充
ちた経過を辿 りにがら,そのclimaxに向って急
速に進む｡物語の細部については,作者はcompres-
sion(圧縮)とeconomy(切り詰め)を重視する｡
巧妙に組み立てられたplotと,読者に驚きを与え
るclimaxが用意されるのがその特徴である｡そ
の好例はMaupassantの｢首飾｣(TheNecklace)
であり,作品の総体的効果は物語の終局場面に設
けられる｡これに対して,後者の小説理念と方法
は対照的である｡作品の焦点は物語の中に起る事
件ではなく,作中人物の性格の上におかれる｡作
品の主眼点は異常事件の発生や展開ではなく,読
者に作中人物の性格を理解させ,鮮明な印象を与
えることである｡作者の意図するものは,人物の
行動や事件の外面的解決ではなく,人物の内部世
界や性格の統合的印象を描出することである｡以
上二つの伝統を母体とする作品の特徴を要約すれ
ば,一方は巧妙な事件の脚色であり,他方は鮮明
な性格描写である｡もし両者の方法論を有機的に
統合することができたならは作品の成功度はさら
に高くなるであろう｡この綜合的方法論を熱心に
検討し,創作活動にもこれを実践したのがHenry
JamesであるO彼のessay,'TheartofFiction"
(1884)はこの方法論を唱道したものである｡こ
れは彼がnovelについて論じたものであるが,そ
の理念は彼のShortstoryにおいても十分V.実践
された｡彼は次のように言う｡｢novelは性格小説
と事件小説の二つに大別できるといわれるが,こ
れは時代おくれの区分法である｡novelにはまず
い小説もあれば,すぐれた小説もある｡しかし私
が何等かの意味を認めるのは,この優劣の区別だ
けであるQ｣(Thereisanold-fashioneddistinction
betweenthenovelofcharacterandthenovelof
incident--I,Therearebadnovelsandgood
novels,I--butthatistheonlydistintionin
whichlseeanymeaning.")Jamesはさらに続
けて言う｡｢事件を決定するものは性格以外にな
く,性格を明かにするものは事件以外にない｡｣
(t'Whatischaracterbutthedeterminationof
incident?Whatisincidentbuttheilustratonof
character?")以上によって私はShortstoryの発達
と,文学的ジャンルとしてのShortstoryの確立の
経過を簡単に述べ,このジャソルに関する小説美
学の諸見解を紹介した｡これをもって短編小説美
学の序説とし,次の試論において短編小説の作品
の数編をとりあげ,具体的に短編小説美学を論述
する予定である｡作品は主としてJamesのものを
取 りあっかい,必要に応じて他の作家の作品を比
較対照することにする｡
(昭和57年5月31日)
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注,FrankO'Connor(1903-)アイルランドの作家,
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BetweentheDarkandtheDayl'ght.･(1943)他に長編小
説の作品もある
- 研究社,英米文学辞典 昭和36年
- 1 3 5 -
